
サバ州にインドネシア人中学校

外国人労働者問題の解決に一歩か

　西芳実（立教大学・助教）

　

　サバ州コタキナバルに、インドネシア人が学ぶ中学
校が開設されることになった。このことは、マレーシ
アの外国人労働者問題の解決にとって重要な一歩とな
りうるものだ。
　教育の対象となるのはアブラヤシ農園などで働くイ
ンドネシア人労働者の子どもたちだ。インドネシア当
局の調べでは、就学年齢にあるインドネシア人の子ど
もたちはサバ州だけでおよそ２万 5,000 人いる。今回
開設される中学校では、それらのうち合法的な滞在資
格を持つ 130 人から 150 人の生徒を受け入れる。イン
ドネシア国家教育省が定めるオープン・スクール方式
を採用し、教員はインドネシアから派遣される。
　インドネシア人はマレーシアにおける外国人労働者
の主要な部分を占める。農園や工場の労働者として、
また家事労働者として百数十万人ともいわれるインド
ネシア人がマレーシアで働いている。同時に、インド
ネシア人労働者はしばしば社会問題として話題になっ
てきた。雇用主による搾取や虐待が報じられることも
あれば、インドネシア人が組織犯罪の温床となってい
ると指摘されることもある。これらの問題に共通する
背景として指摘されてきたのが、インドネシア人労働
者の身元が不確かであることだ。正規のパスポートや

就労ビザなしでマレーシアに入国し、外国人労働者と
して登録されないまま働くインドネシア人に対して、
マレーシア政府は支援や保護をしようにも手の打ちよ
うがない。
　マレーシアに住むインドネシア人の教育にインドネ
シア政府が本格的に乗り出した直接のきっかけは、
2006 年ごろにマレーシアの教育制度が変わり、公立学
校での外国人子弟受け入れが制限されたことだった。
2008 年には主に小学生を対象にしたインドネシア学
校がコタキナバルに開設されていたが、卒業後はイン
ドネシア領にある中学校に進学しなければならなかっ
た。今回の中学校の開設により、コタキナバルにいな
がら勉強を続けることができるようになる。
　マレーシア政府にとっても、マレーシアに住むイン
ドネシア人向けの教育が整備されることは悪い話では
ない。インドネシア人労働者の子どもたちが学校に通
うことには、彼らが不法就労者や犯罪者予備軍になる
ことを防ぐ意味がある。
　これらの動きは、マレーシアの華人と華語学校がた
どった歴史を考えるといっそう興味深い。イギリス植
民地時代に華人労働者の子弟を対象につくられた華語
学校は、独立後にマレーシアの国民教育制度の中に組
み込まれた。最近では、マレー人の中にも子どもを華
語学校に通わせる人がいる。移民労働者だった華人は
今やマレーシア社会の欠かせない一部となっている。
インドネシア学校の設立も、マレーシア社会において
インドネシアという要素が不可欠の要素となる過程の
始まりかもしれない。（毎月最終火曜日に掲載します）
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